
」

」

」

」

〇〇

〇〇注16〇〇

〇注17〇注16〇

〇〇注16〇

〇〇注16〇注18〇

〇〇注16〇注18〇

〇注16〇

様
式
第
７
号
注
４
の
表
中「

第
２
条
第
１
項
第
1
0号
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｗ
」

を

「
第
２
条
第
１
項
第
1
0号
に
掲
げ
る
無
線
設
備

第
２
条
第
１
項
第
1
0号
の
２
に
掲
げ
る
無
線
設
備

Ｖ
ＴＷ

」

に
改
め
る
。
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帯
無
線
通
信
設
備
の
試
験
の
た
め
の
通
信
を
行
う
無
線
局
（
符
号
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
無
線
通
信
を
行
う
基
地

局
の
無
線
設
備
の
試
験
又
は
調
整
を
す
る
た
め
の
通
信
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
符
号
分
割
多

元
接
続
方
式
携
帯
無
線
通
信
設
備
の
試
験
の
た
め
の
通
信
等
を
行
う
無
線
局
」
に
、「
時
分
割
・
符
号
分
割
多
重
方
式

携
帯
無
線
通
信
設
備
の
試
験
の
た
め
の
通
信
を
行
う
無
線
局
（
時
分
割
・
符
号
分
割
多
重
方
式
携
帯
無
線
通
信
を
行

う
基
地
局
の
無
線
設
備
の
試
験
又
は
調
整
を
す
る
た
め
の
通
信
を
行
う
無
線
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
時
分

割
・
符
号
分
割
多
重
方
式
携
帯
無
線
通
信
設
備
の
試
験
の
た
め
の
通
信
等
を
行
う
無
線
局
」
に
改
め
、「
以
下
同
じ
。」

を
削
り
、
同
表
注
17
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

17

設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
に
規
定
す
る
無
線
設
備
、
設
備
規
則
第
四
十
九

条
の
六
の
六
第
四
項
に
規
定
す
る
無
線
設
備
、
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
八
第
四
項
に
規
定
す
る
無

線
設
備
（
再
生
中
継
方
式
（
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
二
十
八
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
再
生
中
継
方

式
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）以
外
の
中
継
方
式
に
よ
る
中
継
を
行
う
も
の
に
限
る
。）又
は
設
備
規
則
第
四
十

九
条
の
二
十
九
第
四
項
に
規
定
す
る
無
線
設
備
（
再
生
中
継
方
式
以
外
の
中
継
方
式
に
よ
る
中
継
を
行
う

も
の
に
限
る
。）に
あ
つ
て
は
、
実
施
す
る
試
験
項
目
に
増
幅
度
特
性
を
含
む
。

別
表
第
一
号
一
^
ア
の
表
注
18
中
「
第
四
十
九
条
の
六
の
三
第
三
項
、
第
四
十
九
条
の
六
の
四
第
三
項
、
第
四
十

九
条
の
六
の
五
第
三
項
又
は
」
を
削
り
、
同
^
ウ
中
「
第
十
号
」
を
「
第
十
号
の
二
」
に
、「
符
号
分
割
多
元
接
続
方

式
携
帯
無
線
通
信
設
備
の
試
験
の
た
め
の
通
信
を
行
う
無
線
局
」
を
「
符
号
分
割
多
元
接
続
方
式
携
帯
無
線
通
信
設

備
の
試
験
の
た
め
の
通
信
等
を
行
う
無
線
局
」
に
、「
時
分
割
・
符
号
分
割
多
重
方
式
携
帯
無
線
通
信
設
備
の
試
験
の

た
め
の
通
信
を
行
う
無
線
局
」
を
「
時
分
割
・
符
号
分
割
多
重
方
式
携
帯
無
線
通
信
設
備
の
試
験
の
た
め
の
通
信
等

を
行
う
無
線
局
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
行
わ
れ
た
法
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
適
合
証
明
又
は
法
第

三
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
設
計
認
証
に
よ
り
表
示
が
付
さ
れ
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
設

備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
三
か
ら
第
四
十
九
条
の
六
の
五
ま
で
及
び
第
四
十
九
条
の
六
の
九
に
規
定
す
る
無
線
局

の
無
線
設
備
（
い
ず
れ
も
携
帯
無
線
通
信
の
中
継
を
行
う
も
の
に
限
る
。）に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

の
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
に
規
定
す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
の
技
術
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
当
該
表
示

が
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
免
許
若
し
く
は
予
備
免
許
を
受
け
、
又
は
免
許
を
申
請
し
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
六
の
三
か
ら
第
四
十
九
条
の
六
の
五
ま
で
及
び
第
四
十
九
条
の
六
の
九
に
規
定

す
る
無
線
局
の
無
線
設
備
（
い
ず
れ
も
携
帯
無
線
通
信
の
中
継
を
行
う
無
線
局
の
無
線
設
備
に
限
る
。）の
条
件
に
つ

い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
設
備
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
証
明
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
無
線
設

備
に
係
る
旧
規
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
証
明
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い

う
。）第
二
条
第
一
項
第
十
号
の
二
に
掲
げ
る
無
線
設
備
に
係
る
新
規
則
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
と
み
な
す
。
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